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突発天体

● 急激に増光や減光を示すなどの激しい光度変化を、突発的に示す
● …ガンマ線バースト、超新星、激変星

● 数か月から数分、数秒で変化

タイムスケールは様々

　　

Kasliwal 2011
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 アーカイブを使った先行研究 ( 超新星 )

● 大質量星の最終進化は？

● HSTアーカイブデータ

親星の同定、制限

● AO を使った深い

撮像データを活用

できる

Smartt15

Kilpatrick et al. 2018
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 アーカイブを使った先行研究 ( 超新星 ) 

● 超新星発見より前の fits データ

upper limitでも有用

● 爆発前から増光が確認

一時的な質量放出

● 爆発直前のデータ

爆発日、親星半径の推定

SN 2015bh
Thöne+17

SN 2016gkg
Bersten+18



  

期待できる成果

● サーベイデータの保存はいつどこで起こるかわからない突発天体

には利用価値が高い

● Tomo-e Gozenによる広領域全天

サーベイによる upper-limit

→ 爆発日の制限

せいめい望遠鏡

かなた望遠鏡かなた望遠鏡

Tomo-e Gozen

Nakaoka et al. in prep



  

期待できる成果

● 例えば近傍銀河の

データアーカイブ

●  すばる望遠鏡 HSC

爆発前の親星の同定

● Tomo-e Gozen

爆発前の一時的な質量放出

せいめい望遠鏡
かなた望遠鏡

Tomo-e Gozen

HSC

ⒸHSC-SSP/NAOJ
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 アーカイブを使った先行研究 ( 重力波 )

● 取った画像から reference画像を

差し引き
● 変動天体の捜索

● 過去に reference画像が取られて

いれば即座に見つけられる

Utsumi et al. 2018
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 アーカイブを使った先行研究 ( 矮新星 )

● 例えば ZTF

https://alerce.online/

● 複数のサーベイ観測の公開データ (測光点 )を用い、

過去の活動を調べる
Levitan et al. 2015

https://alerce.online/
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 アーカイブを使った先行研究 ( クェーサー )

● 乾板データ＋ CCDデータから

数十年スケールの変動を調べる

● HSC と LSSTの観測データ

→ 長期に亘る変動を捉える

● HSC-SSP以外のデータもアーカイブ

+ すぐ使える形に

MacLeod et al. 2012

LSST
https://www.lsst.org/

+
Suprime-Cam

HSC 



  

アーカイブや公開データに必要な条件

● 海外グループとの競争になる場合がある

→  即時公開のデータが重要 (特に爆発直前のデータ )

　 ZTF等のサーベイでは等級など一部データは即時公開

　
● 数年に渡る変光の挙動を調べるためには、

長期の安定したデータアーカイブシステムの

運用が必要

　　
SN 2015bh
Thöne+17

20 年！



  

…これまでの経験を踏まえて

● クイックにどのような質のデータが得られるか見たい

測光後のテキストデータでも十分

● 統一的なデータ解析が必要な場合も

一時処理済みの画像データがあればなお良い

生データでもよいが、整備された解析マニュアル等が欲しい

　　

https://lasair.roe.ac.uk/



  

…これまでの経験を踏まえて

● サーベイデータの保存はいつどこで起こるかわからない突発天体

には利用価値が高い
● サーベイ望遠鏡でないデータでもテンプレートや

upper limitの制限に有用

 
● 可視光限らず、その他波長でも重要

　　

Kawabata et al. 2018
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